
（増加要因）

観光案内所整備に係る増加 36,161千円

順位

H17

8

H17

1

H18

0

2

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第２節　観光の振興と余暇対策の推進

3

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

35210

施設管理者やイベント主催者が報告した観光客数及び、主
な観光地における年４回の調査から推計した年間観光客
数（神奈川県入込観光客調査）に観光地点や観光施設を
加えたもの

当該年度のアクセス数

基準値

観光客消費額総額／入込観光客数　（『神奈川県入込観光
客調査』による）

平成31年の入込観光客数を1,500万人（「新
相模原市観光振興計画」目標値）とし、平準
化して伸ばした数値

直近の伸び率を参考に、前年比8％増

平成31年の1人あたり観光客消費額を1,000
円（「新相模原市観光振興計画」目標値）と
し、平準化して伸ばした数値

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標１
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：件 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

106,000

0

720

11,538,000 
11,154,000

670 621

185,000 200,000 216,000220,000

目標値 目標値

9,243,000 9,819,000 
10,769,000

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

6,288,000  
10,385,000

目標値 実績値実績値

年度

　津久井郡４町との合併に伴い、旧相模原市の都市固有の景観やにぎわいなどを楽しむ「都市型観光」に加え、津久井地域の自然、歴史・
文化、観光・レクリエーションなどの多様な地域資源を生かした新たな観光交流を創出することで、交流人口の拡大による地域の活性化を
促し、魅力的な都市の形成を目指します。
　基本理念　　「まち・自然・文化が奏でる観光交流都市　さがみはら」　～おもてなしの心あふれ、個性がひかる地域づくり～
　基本方針　１　都市の魅力と豊かな自然資源を生かした観光振興
　　　　　　　　２　おもてなしの心あふれる人と組織づくり
　　　　　　　　３　観光情報の充実

平成19年度（決算） 増減の主な理由

環境経済局

観光振興課

１　施策の目的

甘利俊治課長名

第５章　輝き魅力あるまちづくりを進めます

魅力ある観光資源の整備と情報発信

人件費 125,777 139,833

３　事業費                      　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

入込観光客数

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

365 412

実績値 目標値

２　施策の概要
　基本方針ごとの重点施策は次のとおり。
基本方針1　「ゆっくり過ごせる観光の舞台づくり」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基本方針2　「観光を担う人材の育成・支援」
                　「都市と自然を生かした新しいツーリズムの推進」   　　　　　　　　　　　 基本方針3　「シティセールスの推進」
　　　　　　　　「市民との連携による交流プログラムづくり」

観光協会ホーページのアクセス数

1人あたり観光客消費額

平成20年度（決算）

257,617 292,792

指標３
（単位：円 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

◆総合計画における位置付け等

100,000

指標５
（単位：　）

694 770  
790

233,000

 
740

11,051 15,095

231,492

0

1

5,342

132,575

8,3207,015

1

14 264,748 15

15,743

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

１次評価

B

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

評価点

２次評価

5
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.497で全119施策の中で9番目。
○重要度は3.606で94番目である。
○改善要望度は-0.388で111番目である。

Ｈ20評価点

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

　重要度が低く、満足度が高い施策でありながら、有効性が低い。目標値や構成事務事業が妥当なものか検討された
い。

課題
新相模原市観光振興計画を策定し、市外キャンペーン、観光協会ホームページ等により観光情報の発信に取
り組み、入込観光客数は伸びているものの、目標には達していない。また、地域での体験・交流事業なども実
施されているが、すぐには数値に現れにくい。

解決策
来訪者が気持ちよく本市に訪れ、滞在できる条件を作り出すための新たな地域別計画の策定や体験・交流事
業などを促進するための人材育成事業に取り組むとともに、引き続き体験・交流プログラムの作成を進め、観
光による交流の推進に努める。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

合計

4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

魅力ある観光資源の整備と情報発信

20代
30代

40代

50代

60代

70歳以上

北部

西部

南部

津久井

５年未満

５年～１０年未満

１０年～２０年未満

２０年以上

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△
居住年数別 Ｈ21+

施策 3.497 9位 3.606 94位
２０代 3.853 1位 3.698 81位
３０代 3.522 7位 3.638 81位
４０代 3.405 13位 3.646 84位
５０代 3.329 17位 3.465 104位
６０代 3.500 14位 3.652 98位
７０歳以上 3.558 18位 3.544 105位
北部 3.569 5位 3.654 94位
西部 3.500 15位 3.617 92位
南部 3.467 12位 3.594 95位
津久井 3.353 17位 3.440 103位
５年未満 3.762 2位 3.608 95位
５年～１０年未満 3.612 5位 3.800 69位
１０年～２０年未満 3.290 26位 3.609 89位
２０年以上 3.488 11位 3.568 98位

満足度 重要度
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